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意見書 ６件

○森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求め

る意見書

○エネルギー価格・物価高騰対策の継続を求

める意見書

○ 処理水について風評被害等を生じさ

せない対応の早期実施を求める意見書 他

可決・承認・同意した
知事提出議案 21件
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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につ

いては、県議会ホームページに掲載して

いるほか、議会図書室で閲覧できます。

○令和５年度宮城県一般会計補正予算

○再生可能エネルギー地域共生促進税条例

○みやぎハートフルセンター条例

○職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を

改正する条例

○宮城県県税条例の一部を改正する条例

○離島振興対策実施地域における県税の課税

免除に関する条例の一部を改正する条例

○原子力発電施設等立地地域における県税の

特例に関する条例の一部を改正する条例

○看護学生修学資金貸付条例の一部を改正す

る条例

○児童福祉施設の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例

○工事請負変更契約の締結について（仙台塩

釜港塩釜港区防潮堤改良工事）

○人事委員会委員の選任につき同意を求める

ことについて

○公安委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて

○和解について 他
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質
問
者
と
主
な
質
問
項
目
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○
一
般
質
問
（

人
）

▽
守
屋
守
武
（
自
民
）
持
続
可

能
な
沿
岸
漁
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
戦
略
に

つ
い
て

他
▽
天
下
み
ゆ
き
（
共

産
）
４
病
院
再
編
構
想
撤
回
を
求

め
る
、
広
域
防
災
拠
点
整
備
事
業

に
つ
い
て

他
▽
松
本
由
男
（
自

民
）
災
害
用
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
、
物
流
２
０
２
４
年

問
題
対
応
に
つ
い
て

他
▽
八
島

利
美
（
自
民
）
農
業
生
産
資
材
等

高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
阿
武
隈
急

行
線
存
続
に
向
け
て
の
取
組

他

▽
坂
下
賢
（
県
民
の
声
）
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い

て
、
４
病
院
の
統
合
再
編
に
つ
い

て

他
▽
わ
た
な
べ
拓
（
自
民
）

東
北
大
学
発
宇
宙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
、
県
立
高
校
校
庭
な
ど
県

有
地
の
民
間
活
用

他
▽
渡
邉
重

益
（
自
民
）
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
復
興
に
つ
い
て
、
園
芸
振
興

に
つ
い
て

他
▽
大
内
真
理
（
共

産
）
県
営
住
宅
廃
止
方
針
撤
回
、

建
て
替
え
計
画
を
、
地
下
水
か
ら

基
準
値
超
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
出

他

▽
伊
藤
和
博
（
公
明
）
生
涯
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
と
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
、
宮
城
県
の
少
子
化
対
策
に

つ
い
て

他
▽
伊
藤
吉
浩
（
自
民
）

農
業
関
係
に
つ
い
て
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

他
▽

佐
藤
仁
一
（
県
民
の
声
）
異
次
元

の
子
ど
も
関
連
施
策
に
つ
い
て
、

県
広
域
防
災
拠
点
関
連
の
連
動
に

つ
い
て

他
▽
本
木
忠
一
（
自
民
）

「
地
方
再
生
」
に
つ
い
て
、
ラ
イ

フ
ル
射
撃
場
整
備
に
つ
い
て

他

▽
菅
間
進
（
無
所
属
の
会
）
が

ん
セ
ン
タ
ー
と
県
の
が
ん
対
策
に

つ
い
て
、
県
民
会
館
跡
地
等
県
有

地
活
用
に
つ
い
て
▽
畠
山
和
純

（
自
民
）
復
興
事
業
の
完
遂
に
向

け
て
、
県
産
木
材
の
販
売
促
進
に

つ
い
て

他
▽
藤
倉
知
格
（
自
民
）

大
和
町
鶴
巣
地
区
へ
の
新
産
廃
処

分
場
問
題
、
吉
田
川
水
系
の
総
合

的
な
流
域
治
水
対
策

他
▽
枡
和

也
（
県
民
の
声
）
竹
の
内
産
廃
処

分
場
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
、

医
ケ
ア
児
家
族
へ
の
情
報
提
供
に

つ
い
て

他

〈
会
派
名
略
称
〉

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
（
自
民
）
、
み
や
ぎ
県
民
の
声
（
県

民
の
声
）
、
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
（
共
産
）
、
公
明
党

県
議
団
（
公
明
）
、
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
県
議
団
（
社
フ
ォ
）
、
無

所
属
の
会
（
無
所
属
の
会
）
、

世
紀
ク
ラ
ブ
（

世
紀
ク
）
、

無
所
属
（
無
所
属
）
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知
事

幅
広
く
意
見
聞
く
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県

一
層
の
施
策
推
進
図
る

着
実
な
少
子
化
対
策
へ
提
言

み
や
マ
リ
！
登
録
料
減
額
を
■

育
休
取
得
率
向
上
へ
■

乳
幼
児
医
療
支
援

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
少
子
化
へ
の

対
策
や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
質
疑
も

あ
っ
た
。
議
員
は
、
み
や
ぎ
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー（
み
や
マ
リ
！
）に
関
し
「

代
の
登
録
者
の
増
加
は
少
子
化
対
策
に

は
有
効
だ
。
登
録
料
を
減
額
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
べ
き
だ
」
と
提

言
し
た
。
保
健
福
祉
部
長
は
、
５
月
末

現
在
で
成
婚
を
理
由
と
す
る
退
会
が

組
あ
っ
た
成
果
を
強
調
す
る
一
方
、「

代
の
登
録
者
は
全
体
の
１
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
登
録
料
の
負
担
軽
減

を
含
め
て
積
極
的
な
利
活
用
に
向
け
た

対
応
を
検
討
す
る
」
と
述
べ
た
。

議
員
は
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
キ
ャ

リ
ア
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
協
力

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
県
職
員
の
育
休
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
た
だ
し
た
。
総
務
部
長
は
「
２

０
２
１
年
度
の
男
性
職
員
の
育
児
休
業

取
得
率
は

・
３
％
と
な
り
、
初
め
て

％
を
超
え
た
」
と
説
明
し
、
今
後
も

制
度
を
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
考
え
を
示
し
た
。

議
員
は
「
乳
幼
児
な
ど
の
成
育
医
療

に
関
し
て
県
独
自
の
取
り
組
み
を
求
め

る
」
と
要
望
し
た
。
保
健
福
祉
部
長
は

「
国
の
方
針
に
沿
っ
て
、
市
町
村
母
子

保
健
事
業
の
強
化
に
努
め
る
」
と
話
し

た
。
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農
林
水
産
関
連
の
分
野
で
、

議
員
は
「
県
の
農
業
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
園
芸
振
興
が

重
要
に
な
る
」
と
述
べ
、
「
み

や
ぎ
園
芸
特
産
振
興
戦
略
プ
ラ

ン
」
（
２
０
２
１
〜

年
度
）

に
基
づ
く
取
り
組
み
の
成
果
に

つ
い
て
質
問
し
た
。
知
事
は
「
水

田
を
活
用
し
て
エ
ダ
マ
メ
や
タ

マ
ネ
ギ
な
ど
の
作
付
け
転
換
を

推
進
し
た
結
果
、
露
地
園
芸
の

栽
培
面
積
は
約
１
０
０
㌶
拡
大

し
た
。
施
設
と
露
地
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
に
よ
り
、
園
芸
産
出

額
は
年
間
約

億
円
押
し
上
げ

る
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も

園
芸
振
興
施
策
の
推
進
に
努
め

る
」
と
成
果
を
強
調
し
た
。

「
燃
料
や
配
合
飼
料
な
ど
の

生
産
資
材
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
畜
産
農
家
へ
の
影
響
は
、
収

束
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ

る
」
と
議
員
は
強
調
、
継
続
的

な
支
援
を
展
開
す
る
こ
と
を
要

求
し
た
。
知
事
は
「
畜
産
農
家

の
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
昨
年
度
に
飼
料
購
入

費
の
支
援
な
ど
を
し
た
ほ
か
、

本
定
例
会
で
も
予
算
の
増
額
を

提
案
し
た
。
今
後
も
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
」
と

理
解
を
求
め
た
。

県
産
木
材
の
普
及
促
進
に
向

け
、
議
員
は
「
一
戸
建
て
住
宅

の
支
援
制
度
に
加
え
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
時
の
内
装
等
に
使

用
す
る
場
合
の
支
援
も
検
討
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
。
水
産
林

政
部
長
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
内

装
等
の
需
要
は
新
た
な
分
野
と

し
て
有
望
で
あ
り
、
県
内
で
取

り
組
み
を
始
め
た
事
業
者
も
出

て
い
る
。
支
援
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
」
と
の
姿
勢

を
示
し
た
。

ホ
ヤ
や
カ
キ
の
海
外
へ
の
輸

出
に
つ
い
て

議
員
は

生
産
者

や
加
工
業
者
と
連
携
を
強
化
し

て
進
め
る
べ
き
だ
」
と
提
言
し

た
。経
済
商
工
観
光
部
長
は「
ホ

ヤ
と
カ
キ
は
県
の
復
興
基
金
を

活
用
し
て
、
海
外
へ
の
販
路
拡

大
に
努
め
て
い
る
。
ホ
ヤ
に
関

し
て
は
昨
年
度
、
輸
出
実
績
の

な
い
台
湾
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
や
防
災
に
関
す
る
質
疑
も
展

開
さ
れ
た
。
県
が
整
備
す
る
防

潮
堤
の
う
ち
、
未
完
成
と
な
っ

て
い
る
気
仙
沼
市
内
の
４
カ
所

の
防
潮
堤
に
関
し
、議
員
は「
地

元
で
は
完
了
時
期
に
つ
い
て
懸

念
す
る
意
見
が
あ
る
」と
し
て
、

事
業
の
見
通
し
を
た
だ
し
た
。

水
産
林
政
部
長
は
「
鮪

し
び

立
た
ち

地
区

は
本
年
度
末
の
完
成
を
見
込
ん

で
い
る
。
他
の
３
地
区
に
つ
い

て
は
事
業
完
了
の
見
通
し
を

示
す
の
が
難
し
い
」
と
答
弁
し

た
。県

が
Ｊ
Ｒ
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
（
仙
台
市
宮
城
野
区
）

敷
地
に
計
画
し
、
工
事
の
長
期

化
な
ど
で
利
用
開
始
時
期
が
２

０
３
２
年
度
ま
で
ず
れ
込
ん
だ

広
域
防
災
拠
点
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
議
員
は
「
整
備
の
完

了
時
期
に
不
安
要
素
は
な
い
の

か
」
と
質
問
。
土
木
部
長
は
、

自
然
災
害
の
発
生
な
ど
不
測
の

事
態
が
発
生
し
な
い
限
り
、
さ

ら
な
る
期
間
の
延
長
は
な
い
と

の
認
識
を
示
し
た
。

東
北
電
力
女
川
原
発
（
女
川

町
、
石
巻
市
）
の
重
大
事
故
時

の
住
民
避
難
に
使
う
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
本
格
導
入
に

向
け
た
質
疑
も
あ
っ
た
。
ア
プ

リ
を
使
う
こ
と
で
避
難
先
の
案

内
を
受
け
る
「
避
難
所
受
付
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
立
ち
寄
る
手

間
を
省
け
る
が
、
議
員
は
「
ア

プ
リ
を
使
い
こ
な
せ
な
い
住
民

の
た
め
に
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

復
興
・
危
機
管
理
部
長
は

「
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
住
民
ら

に
配
慮
し
、
代
表
者
１
人
が
家

族
の
情
報
を
ま
と
め
て
登
録
す

る
機
能
も
あ
る
」
と
述
べ
、
理

解
を
求
め
た
。

防
潮
堤
の
整
備

完
了
時
期
懸
念
震災復興事業

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
名
取

市
）
と
仙
台
赤
十
字
病
院
（
仙

台
市
太
白
区
）
を
統
合
し
て
名

取
市
に
、
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
（
名
取
市
）
と
東
北
労
災

病
院
（
仙
台
市
青
葉
区
）
を
合

築
し
て
富
谷
市
に
そ
れ
ぞ
れ
新

病
院
を
設
置
す
る
県
の
病
院
再

編
構
想
に
関
し
て
は
、
丁
寧
な

説
明
や
積
極
的
な
情
報
公
開
を

求
め
る
意
見
が
相
次
い
だ
。

議
員
は
「
知
事
が
５
月
に
精

神
障
害
が
あ
る
当
事
者
と
面
会

し
た
際
に
提
案
し
た
当
事
者
の

意
見
を
聞
く
集
会
が
、
実
現
し

な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
」
と
質
問
。
知
事
は

「
反
対
の
意
向
が
あ
る
当
事
者

か
ら
率
直
な
声
を
伺
う
た
め
意

見
交
換
の
場
を
提
案
し
た
が
、

実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
は
残

念
。
今
後
も
粘
り
強
く
働
き
か

け
、
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
」
と
説
明
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
内
容

は
可
能
な
限
り
患
者
や
地
域

住
民
と
共
有
し
た
上
で
、
意
見

交
換
の
場
を
設
け
る
べ
き
だ
」

と
議
員
は
強
調
。
保
健
福
祉
部

長
は
「
協
議
の
進

し
ん

捗
ち
ょ
く

を
踏
ま

え
、
的
確
な
情
報
提
供
に
努

め
て
い
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
て
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
丁
寧
な
説
明
を
行
う
」
と

答
え
た
。

議
員
は
「
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
の
移
転
後
、
名
取
市
の
新
病

院
に
外
来
を
設
置
す
る
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
患
者
の
ニ
ー
ズ

や
不
安
の
解
消
に
努
め
る
体
制

づ
く
り
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
の
か
」
と
質
問
。
知

事
は
「
移
転
後
の
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
体
制
や
入
院

調
整
機
能
の
確
保
、
県
南
部
の

患
者
・
家
族
を
支
え
る
体
制
の

構
築
な
ど
、
引
き
続
き
検
討
す

る
」
と
答
弁
し
た
。

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
在
り
方
に
関
す
る
報
告
書
に

関
し
、
議
員
は
「
希
少
が
ん
・

難
治
が
ん
な
ど
の
高
度
医
療
に

関
す
る
研
究
所
機
能
を
維
持
・

継
続
す
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
提

言
し
て
き
た
。
東
北
大
へ
の
移

管
は
議
論
に
反
す
る
」
と
指
摘

し
た
。
知
事
は
「
研
究
所
機
能

は
東
北
大
を
中
心
と
し
て
機
能

分
担
を
図
り
、
そ
の
成
果
は
県

全
体
の
が
ん
医
療
に
生
か
す
よ

う
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、
具

体
的
な
方
向
性
は
引
き
続
き
協

議
す
る
方
針
を
示
し
た
。

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
統
合
後

の
新
病
院
に
つ
い
て
、
議
員
は

「
が
ん
対
策
機
能
の
低
下
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
」と
た
だ
し
た
。

知
事
は
「
統
合
す
る
こ
と
で
、

が
ん
を
総
合
的
に
診
療
で
き
る

病
院
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図

る
」
と
答
え
た
。

第
３
８
８
回
宮
城
県
議
会
（
６
月
定
例
会
）
は
６
月

日
か
ら
７
月
４
日
ま
で

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。
森
林
を
開
発

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
を
新
設
す
る
事
業
者
に
課
税
す
る
全
国
初
の
県
条
例
や
、
約

億
２
２
０
０
万
円
を
盛

り
込
ん
だ
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど

議
案
と
意
見
書
６
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
た
。
一
般
質
問
で

は
、
仙
台
医
療
圏
に
立
地
す
る
４
病
院
の
再
編
方
針
や
農
林
水
産
関
連
事
業
の
振
興
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
で
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。

６
月
定
例
会
の
本
会
議
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６月 日に総括質疑を行った後、

各分科会での審査を経て、物価高騰

等の影響を受ける一般家庭のＬＰガ

ス料金の負担軽減策や、特別高圧で

受電する中小企業等の負担軽減、地

域ポイント等導入調査費などを盛り

込んだ令和５年度一般会計補正予算

を可決した。

統括質疑者 横山隆光、庄田圭佑、

遠藤隼人、佐々木賢司（自民）、石

田一也（県民の声）、三浦一敏（共

産）、横山のぼる（公明）、熊谷義

彦（社フォ）、菅間進（無所属の会）、

吉川寛康（ 世紀ク）

常任委員会

県議会からのお知らせ
●ラウンジコンサートのご案内

◇次回コンサートの開催予定

・開催日時／定例会開会日

９月５日（火）

午後０時15分～45分

・場 所／県議会庁舎１階ラウン

ジ

・出 演／東北大混声合唱団

・ジャンル／混声合唱

●傍聴のご案内

本会議の傍聴について、傍聴を希

望される方は、本会議開催日当日、

議会庁舎５階にある傍聴受付へお越

しください。

各委員会について、傍聴を希望さ

れる方は、委員会開会日当日、議会

庁舎１階ロビーへお越しください

詳細については、0222113571（総

務課）までお問い合せ下さい。

今定例会での主な審議事項は次の

通り。

○総務企画委員会

再生可能エネルギー地域共生促進

税条例、職員の特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例、宮城

県県税条例の一部を改正する条例、

離島振興対策実施地域における県税

の課税免除に関する条例の一部を改

正する条例など 議案

○環境福祉委員会

みやぎハートフルセンター条例、

看護学生修学資金貸付条例の一部を

改正する条例など４議案

○経済商工観光委員会

なし

○農林水産委員会

なし

○建設企業委員会

工事請負変更契約の締結について

（仙台塩釜港塩釜港区防潮堤改良工

事）の１議案

○文教警察委員会

公安委員会関係手数料条例の一部

を改正する条例、高齢者、障害者等

の移動等の円滑化の促進に関する法

律に基づく信号機等に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の

２議案
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大震災復興
調査特別委員会

菊
地
恵
一
議
長

議長記者会見
６月定例会閉会日の７月４日、菊

地恵一議長が記者会見を行った。６

月定例会を振り返って菊地議長は

「県立病院等４病院の統合・合築な

どの地域医療に関することや農林水

産業に関し、多く

の議員が取り上げ

たほか、防災・復

興に関すること

や、子ども・子育

て・人口減少に関

する施策、デジタ

ル・トランスフォ

ーメーションの推進に関する施策

などで議論を交わした」と説明し

た。

さらに「教育行政や地域交通関連、

再生可能エネルギー政策、福島第１

原発における処理水の取り扱い、廃

棄物処分関連なども取り上げられる

など、幅広く活発な議論が行われた」

と述べた。

また、今定例会から試行を開始し

たペーパーレス化の推進の取り組み

に関して「会議出席者が（タブレッ

ト）端末を持ち込み、ペーパーレス

会議システムに登録された会議資料

を確認しながら会議運営を行った。

初めての運用だったが、紙資料との

併用で試行したこともあり、混乱は

なかったと思う」と話した。

大震災復興調査特別委員会は４月

日に参考人意見聴取を行った。東

京電力ホールディングス株式会社か

ら、①福島第１原発事故に起因する

損害賠償の概要と進
しん

捗
ちょく

状況、今後の

方針②福島第１原発の廃炉と汚染水

の現状・対策③多核種除去設備等処

理水の現状と今後の取り組み―など

について説明を受けた。

７月 日には福島第１原発で、原

子力建屋や多核種除去設備等の現状

を視察した。その後東京電力に対し

て、「発電所事故に起因する被害に

係る迅速かつ十分な損害賠償」と「原

発事故の早期完全収束の実現」につ

いて要請活動を実施した。

また、７月 日には復興庁に対し

て、震災からの復旧・復興対策に係

る要望活動を行った。

●ウェブ版みやぎ県議会

だより

県議会をより身近に感

じていただけるよう、写

真を多く取り入れております。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又

●ホームページのご案内

定例会の日程や会議

録、議会中継等をご覧い

ただけます。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又

●議会中継のご案内

インターネットで議会

中継や録画映像をご覧い

ただけます。

委員が福島第１原発を視察

健
康
ポ
イ
ン
ト

導
入
を
求
め
る

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
関
す

る
質
疑
で
は
、
健
診
な
ど
に
応

じ
て
、
買
い
物
や
記
念
品
交
換

が
で
き
る
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
」

の
導
入
に
関
し
、
議
員
は
「
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
と
し
て
事
業

を
実
施
す
る
べ
き
だ
」
と
求
め

た
。
保
健
福
祉
部
長
は
「
幅
広

く
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

ん
で
も
ら
う
た
め
の
有
効
な
手

段
と
な
る
。
具
体
的
な
取
り
組

み
内
容
の
検
討
を
進
め
る
」
と

答
え
た
。

議
員
は
、
人
工
衛
星
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
大
規

模
災
害
時
に
基
地
局
の
代
替
と

な
る
有
効
な
手
段
」
と
提
言
し

た
。
知
事
は
「
イ
ン
フ
ラ
が
破

損
し
た
場
合
で
も
大
容
量
の
デ

ー
タ
通
信
が
可
能
と
な
り
、
大

規
模
災
害
時
の
有
効
な
通
信
シ

ス
テ
ム
に
な
り
得
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。

老
朽
化
が
進
む
水
道
管
に
関

し
、
議
員
は
「
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ

た
管
路
劣
化
診
断
技
術
を
活
用

す
れ
ば
、
管
路
更
新
の
効
率
化

と
優
先
順
位
の
適
正
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
」と
強
調
し
た
。

公
営
企
業
管
理
者
は
「
コ
ス
ト

を
削
減
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
た
め
、活
用
を
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂


